解説　二次訴訟と三次訴訟

二次訴訟　第６回口頭弁論

７月８日(水)11：30～東京地方裁判所522号法廷
前回口頭弁論で
裁判長、　近く　結審の可能性を示唆
ニ次訴訟の争点

日韓会談当時、外務省の中にあった竹島問題に関する文献資料を「日韓国交
正常化交渉史編纂委員会」が収集した資料のタイトルと、文書内容の概要を説明したものが、全面不開示になっています。
国（外務省）側は、この文書を出すことは、「公にすることにより韓国との信頼関係が損なわれるおそれ」があると言っているのですが、「４０年以上も前に、国が竹島問題に関してどのような資料を集めて検討していたかということが分かったからといって、韓国との信頼関係を損なうことはない」ということを、原告側は、前回の準備書面で出しました。

今回は、この原告側主張に対して、国（外務省）側が反論をすることになっ
ています。
三次訴訟　第４回口頭弁論

9月１日(火)10：45～東京地方裁判所522号法廷
三次訴訟　八つの不開示理由とその文書数
１．韓国あるいは北朝鮮との間の交渉上、不利益になる＝２５９

２．韓国との信頼関係が無くなる＝１０９
３．竹島問題＝４８
４．犯罪の予防に関連するもの＝１１

５～８＝文書数は残りの部分に比べて比較的少ないのですが、前回の国（外務省）側準備書面では、主張はまだ終わっていません。原告側は、それらの主張が終わったところで反論する予定です。
　今回は、原告側が前回提出した情報公開法の構造をどのように考えるか、という総論的な主張に対して、国（外務省）側から反論がなされるかもしれません


















